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り
、
環
境
負
荷
が
極
め
て
少
な
い
路
線
と
し

て
開
業
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
環
境
経
営
推
進
課
（
現
在
は
安
全

戦
略
推
進
委
員
会
）
で
こ
う
し
た
取
り
組
み

に
関
わ
っ
て
き
た
坂
本
雅
彦
氏
は
、「
再
エ

ネ
由
来
の
電
力
１
０
０
％
で
の
運
行
は
、
東

急
電
鉄
に
と
っ
て
の
あ
く
ま
で
も
ス
タ
ー
ト

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
に
は
で
き
る

こ
と
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
か

ら
世
田
谷
線
に
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由

来
の
電
力「
再
エ
ネ
１
０
０
％
」に
よ
る
運
行

を
ス
タ
ー
ト
。

２
０
２
２
年
４
月
１
日
に
は
日
本
で
初
め

て
と
な
る
鉄
軌
道
全
路
線
で
の
再
エ
ネ
１
０

０
％
運
行
に
踏
み
切
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
２
０
２
３
年
３
月
18
日
に
開

業
し
た
東
急
新
横
浜
線
に
お
い
て
も
、
す
べ

て
の
電
力
を
再
エ
ネ
１
０
０
％
で
賄
っ
て
お

東
急
電
鉄
は
、
東
急
グ
ル
ー
プ
の
経
営
理

念
の
も
と
、「
自
然
環
境
と
の
融
和
」
を
掲

げ
、
脱
炭
素
・
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
に
は
２
０
１
９
年
３
月
25
日
か

ら
先
が
と
て
も
大
事
で
す
」
と
強
調
す
る
。

現
在
は
非
化
石
証
書
を
使
っ
た
再
エ
ネ

調
達
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
自
社
で
の

発
電
や
発
電
事
業
者
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

由
来
の
電
力
を
長
期
に
わ
た
り
購
入
す
る

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｐ
Ｐ
Ａ
（Pow

er Purchase 
Agreem

ent

）
な
ど
の
新
し
い
調
達
手
段
の

導
入
も
検
討
し
て
お
り
、
よ
り
実
効
的
な
再

エ
ネ
導
入
を
推
進
し
て
い
く
考
え
だ
。

未
来
に
向
け
て
深
化
す
る

民
鉄
各
社
の

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

～
東
急
電
鉄
・
京
浜
急
行
電
鉄
・
静
岡
鉄
道
～

　

日
本
の
鉄
道
は
、
利
便
性
、
定
時
性
、
快
適
性
に
優
れ
、
世
界
で
見
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
旅
客
輸
送
量
を
誇
っ
て
い
る
。
世
界
各
国

の
旅
客
輸
送
分
担
率
を
見
て
も
、
ア
メ
リ
カ
（
１
％
）、
イ
ギ
リ
ス
（
９
％
）、
フ
ラ
ン
ス
（
11
％
）
な
ど
に
比
べ
て
30
％
と
大
き
い
（
い

ず
れ
も
２
０
１
９
年
度
、
人
キ
ロ
ベ
ー
ス
）。
つ
ま
り
、
欧
米
諸
国
よ
り
も
輸
送
手
段
と
し
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
の
鉄
道
は
他
の
交
通
手
段
に
比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
効
率
が
高
い
と
い
う
環
境
優
位
性
を
持
つ
。
す
で
に
軽
量
化
車
両

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
に
よ
っ
て
鉄
道
各
社
は
大
気
汚
染
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
低
減
に
貢
献
し
て
き
た
が
、
環
境
へ
の
取
り
組

み
は
単
な
る
省
エ
ネ
だ
け
で
な
く
、
沿
線
地
域
の
活
性
化
や
創
エ
ネ
、
畜
エ
ネ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
よ
り
深

化
さ
せ
て
き
た
。
こ
う
し
た
流
れ
も
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
鉄
道
は
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
手
段
と
し

て
ま
す
ま
す
注
目
度
が
高
ま
る
ば
か
り
だ
。
こ
こ
で
は
技
術
の
進
歩
や
社
会
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
各
社
が
持
つ
特
徴
や
ア
セ
ッ
ト
、

リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
て
、
よ
り
持
続
可
能
で
効
果
的
な
鉄
道
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
３
社
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

走行する東急 2020 系（右上）、京急 1000 形（右下）、
静岡鉄道Ａ 3000 形（下）。

東
急
電
鉄
株
式
会
社

日
本
初
の
全
路
線
再
エ
ネ
を
実
現

取
材
・
文
◉
清
水
友
樹
／
撮
影
◉
織
本
知
之
／
写
真
・
画
像
提
供
◉
東
急
電
鉄
株
式
会
社
　
京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社
　
東
京
電
力
エ
ナ
ジ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
株
式
会
社
　
静
岡
鉄
道
株
式
会
社

REPORT.1
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て

特
　
集
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カーボンニュートラルに向けて特　集

地
域
一
体
で
進
め
る
環
境
へ
の
貢
献

鉄
道
事
業
を
「
地
球
環
境
の
改
善
に
直
結

す
る
事
業
」
と
位
置
づ
け
る
東
急
電
鉄
は
、

沿
線
に
住
む
地
域
住
民
が
、
生
活
し
、
鉄
道

を
使
う
こ
と
で
利
用
者
が
特
別
に
意
識
す
る

こ
と
な
く
、
環
境
に
貢
献
で
き
る
新
し
い
未

来
図
を
描
く
。
す
で
に
こ
う
し
た
仕
組
み
は

沿
線
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
始
ま
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
２
０
１
９
年
11
月
13
日
の
南
町

田
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
の
開
業
に
合
わ
せ

て
、
隣
接
す
る
田
園
都
市
線
・
南
町
田
グ
ラ

ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク
駅
は
、
環
境
性
能
に
配
慮

し
た
駅
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
。
具
体

的
に
は
雨
水
の
再
利
用
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入

な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
駅
づ
く
り
を
行
い
、

駅
舎
建
築
物
と
し
て
は
国
内
初
と
な
る
国
際

的
環
境
認
証
制
度
Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
ゴ
ー
ル
ド
認

証
を
受
け
る
な
ど
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
、
南
町
田
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ
ー
ク

駅
や
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅
に
は
、
一
般
消
費
財

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ユ
ニ
リ
ー
バ
・
ジ
ャ
パ
ン

の
協
力
を
得
て
、
家
で
使
っ
た
シ
ャ
ン
プ
ー

ボ
ト
ル
な
ど
を
回
収
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
。
駅
を
利
用
す
る
つ
い
で
に
回

収
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

坂
本
氏
に
よ
る
と
、「
沿
線
住
民
の
み
な

さ
ま
に
、
東
急
電
鉄
の
環
境
に
対
す
る
積
極

的
な
取
り
組
み
が
、
生
活
の
一
部
と
し
て
少

し
ず
つ
浸
透
し
て
い
る
と
い
う
手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

こ
う
し
た
ハ
ー
ド
面
の
取
り
組
み
だ
け
で

な
く
、
ソ
フ
ト
面
か
ら
の
地
道
な
取
り
組
み

も
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
運
転
士
の
エ
コ

運
転
だ
。
消
費
電
力
を
削
減
さ
せ
る
た
め
、

定
時
性
と
速
達
性
の
両
立
を
さ
せ
な
が
ら
、

走
行
中
の
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
使
い
方

に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た
省
エ
ネ
運
転
を

行
っ
て
い
る
。

「
運
転
士
の
技
量
に
よ
っ
て
消
費
電
力
は

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
マ
ス
タ
ー
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
（
運
転
士
が
速
度
を
制
御
す
る

た
め
に
操
作
す
る
装
置
）
の
ノ
ッ
チ
（
自
動

車
の
ア
ク
セ
ル
に
あ
た
る
）
を
オ
ン
に
し

て
、
運
転
台
の
モ
ニ
タ
に
消
費
電
力
量
を
可

視
化
す
る
ほ
か
、
惰
行
運
転
で
き
る
箇
所
で

は
ノ
ッ
チ
を
オ
フ
に
し
て
電
力
消
費
を
最
小

限
に
し
て
走
る
運
転
手
法
を
編
み
出
す
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
省
エ
ネ
運
転
を

磨
い
て
い
ま
す
」

ま
た
将
来
的
に
は
、
蓄
電
池
を
活
用
し
た

「
畜
エ
ネ
」
や
、
自
社
に
よ
る
発
電
だ
け
で

な
く
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
連
携
し
た
「
創

エ
ネ
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

ほ
か
、
マ
イ
カ
ー
の
代
わ
り
に
電
車
を
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
に
も
力

を
入
れ
、
さ
ら
な
る
鉄
道
利
用
を
促
す
こ
と

で
沿
線
住
民
と
と
も
に
脱
炭
素
・
循
環
型
社

会
の
実
現
に
寄
与
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
方
針
だ
。

FIT
発電所

非FIT
発電所

東京電力
エナジー
パートナー

東急
電鉄

JEPX
非化石価値
取引市場

FIT非化石
証書

非FIT非化石
証書

相対取引

電気の流れ 環境価値の流れ

全電源

実質
再エネ
電気

※再エネ電力のスキーム。

左）雨水の自然浸透装
置の配置や LED 照明お
よび太陽光システムパ
ネルの導入などが評価
され、第 31 回地球環境
大賞を受賞した南町田
グランベリーパーク。
右）南町田グランベリー
パーク駅に設置されてい
るユニリーバ製品の使用
済みプラスチック容器回
収ボックス。

23 区内初の木造駅舎となった戸越銀座駅には多摩産の杉材が使われている。

鉄道事業本部 安全戦略推進委員会

坂本雅彦
Masahiko SAKAMOTO

※2023年10月まで経営戦略部 CSR 
環境経営推進課で本取り組みを担当。
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そ
の
一
つ
が
、
社
内
の
ア
イ
デ
ア
公
募
制

度
で
誕
生
し
た
、「
エ
キ
ト
モ
で
ん
き
」
の
取

り
組
み
だ
。
再
エ
ネ
で
発
電
し
た
電
力
を
電

力
会
社
が
10
年
間
一
定
価
格
で
買
い
取
る
こ

と
を
国
が
保
証
す
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買

取
制
度
）
の
買
取
期
間
が
満
了
を
迎
え
た
、

い
わ
ゆ
る
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
余
剰
電
力
を
買
い
取

る
と
い
う
も
の
。
京
急
電
鉄
が
そ
の
電
力
に

含
ま
れ
る
環
境
価
値
を
京
急
久
里
浜
駅
か
ら

三
崎
口
駅
ま
で
の
計
６
駅
の
駅
構
内
照
明
、

空
調
、
踏
切
な
ど
の
業
務
用
電
力
量
に
使
用

し
て
実
質
再
エ
ネ
化
を
目
指
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
の
は
、
２
０

２
３
年
４
月
に
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
新

し
い
価
値
共
創
室
」
だ
。
同
室
の
羽
根
一
貴

主
査
は
「
加
入
者
は
自
宅
で
発
電
し
た
電
力

が
電
車
の
運
行
に
使
わ
れ
る
こ
と
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

や
環
境
保
護
に
直
接
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
る
人
が
多
い
」
と
話
す
。
今
後

は
同
社
の
環
境
に
対
す
る
考
え
方
に
賛
同
す

る
人
の
輪
を
広
げ
た
い
意
向
だ
。

加
入
者
に
は
「
京
急
を
も
っ
と
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
、
返

礼
品
と
し
て
京
急
線
片
道
１
回
優
待
乗
車
証

２
枚
を
提
供
し
て
い
る
が
、
沿
線
外
の
同
社

フ
ァ
ン
の
加
入
者
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

将
来
的
に
は
一
般
家
庭
だ
け
で
な
く
、
法
人

の
加
入
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
は
、「
エ

キ
ト
モ
で
ん
き
」
の
対
象
範
囲
以
外
の
全

線
・
全
駅
に
再
エ
ネ
電
力
を
導
入
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
京
急
線
全

線
が
再
エ
ネ
１
０
０
％
で
の
運
行
と
な
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
三
浦
半
島
に
所
有
す
る

２
０
１
１
年
か
ら
「
ノ
ル
エ
コ
（
乗
る
だ

け
で
エ
コ
）」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
公

共
交
通
の
利
用
促
進
・
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を

推
進
し
て
き
た
京
急
グ
ル
ー
プ
。「
環
境
」
を

経
営
上
の
重
要
課
題
の
一
つ
と
位
置
づ
け
、

２
０
２
２
年
６
月
に
は
長
期
環
境
目
標
「
京

急
グ
ル
ー
プ 

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
を
公
表
。
グ
ル
ー
プ
全
体
で
２
０

５
０
年
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質

ゼ
ロ
を
目
指
す
ほ
か
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
（
気
候
関

連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）
提
言

に
基
づ
く
情
報
開
示
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
姿
勢
を
内
外
に
示
し
た
。
京
急
電
鉄
は
こ

う
し
た
時
代
の
要
請
を
鉄
道
の
環
境
優
位
性

を
生
か
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

し
て
捉
え
、
さ
ま
ざ
ま
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

社
有
林
の
間
伐
材
や
線
路
脇
の
伐
採
木
を
㈱

タ
ケ
エ
イ
グ
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
が
運
営
す

る
「
横
須
賀
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
」
で
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て
発
電
に
活
用
。
そ

こ
で
生
ま
れ
た
環
境
価
値
が
付
帯
さ
れ
た
電

力
を
京
急
グ
ル
ー
プ
の
葉
山
マ
リ
ー
ナ
で
導

入
し
、
地
産
地
消
の
再
エ
ネ
１
０
０
％
を
実

現
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
未
来
志
向
の
取
り

組
み
は
、
経
済
性
と
の
両
立
が
難
し
い
側
面

も
あ
る
が
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
を
構
築
し
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
請
に

も
こ
た
え
て
い
く
方
針
だ
。

「
グ
ル
ー
プ
会
社
や
沿
線
地
域
と
一
体
に

な
っ
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
貢
献
し
、
今
後
も
よ
り
野
心
的
な
目

標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と
経
営
戦
略
室
・

熊
﨑
千
夏
主
査
が
言
う
よ
う
に
、
引
き
続
き

脱
炭
素
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
目
標
の
早
期
達
成
を
目

指
し
て
い
く
考
え
だ
。

応援する企業を選ぶ

お客様

ご家庭の余剰電力を
売る

感謝のきもち

環境価値と電気を
届ける

※エキトモでんきの仕組み。

人の目にやさしい LED 照明を導入し消費電力を削減した京急久里浜線 YRP 野比駅の
ホーム。

京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社

卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
余
剰
電
力
の
有
効
活
用

経営戦略室 主査

熊﨑千夏
Chinatsu KUMAZAKI

新しい価値共創室 主査

羽根一貴
Kazuki HANE
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カーボンニュートラルに向けて特　集

静
岡
鉄
道
は
静
岡
市
内
中
心
部
の
新
静

岡
駅
と
清
水
区
の
新
清
水
駅
を
結
ぶ
11
㎞
の

「
静
岡
清
水
線
」
を
運
営
す
る
鉄
道
事
業
者
で

あ
り
な
が
ら
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
カ
ー

デ
ィ
ー
ラ
ー
な
ど
、
静
岡
県
を
地
盤
と
す
る

生
活
に
根
付
い
た
25
社
も
の
異
な
る
企
業
を

抱
え
る
静
鉄
グ
ル
ー
プ
の
中
核
企
業
だ
。

近
年
は
環
境
へ
の
対
応
を
経
営
上
の
重
要

テ
ー
マ
と
し
、
同
社
の
未
来
事
業
創
造
部
を

中
心
に
グ
ル
ー
プ
各
社
の
横
断
的
な
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
２
０
２
２
年
11
月
19
日

に
初
め
て
開
催
し
た
の
が
、
地
球
温
暖
化
を

食
い
止
め
る
た
め
に
生
活
の
中
で
で
き
る
工

夫
や
行
動
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
「CO

O
L 

CH
O

ICE in 

し
ず
お
か
」
だ
。

「
み
ん
な
で
は
じ
め
る
、
エ
コ
な
選
択
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
70
を
超
え
る
行
政
・
企
業
・

団
体
の
協
力
を
得
て
市
内
各
所
で
同
時
多
発

的
に
環
境
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
静

岡
鉄
道
の
運
賃
を
無
料
に
す
る
こ
と
で
利
用

者
の
移
動
を
促
し
た
。
そ
の
結
果
、
１
日
の

乗
降
者
数
は
過
去
最
高
を
記
録
。
静
鉄
沿
線

に
賑
わ
い
が
生
ま
れ
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
。

２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
２
０
２
３
年
は
、

静
岡
市
内
の
小
学
生
に
無
料
チ
ケ
ッ
ト
を
配

布
。
電
車
に
乗
る
機
会
と
環
境
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
提
供
し
た
。

「〝
環
境
〟
を
目
的
に
す
る
こ
と
で
地
域
社

会
の
協
力
を
得
ら
れ
や
す
く
な
り
、
地
域
に

も
貢
献
が
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
社
会
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が

ら
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
つ
な
げ
た
い
」
と
未

来
事
業
創
造
部
の
二
村
昌
輝
部
長
は
語
る
。

こ
う
し
た
動
き
と
並
行
し
て
実
現
を
目
指

す
の
が
、
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
鉄
道
の
新
し

い
姿
を
描
く
「
清
水
静
岡
レ
イ
ル
グ
リ
ッ
ト

構
想
」
だ
。
沿
線
で
発
電
さ
れ
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
鉄
道
架
線
を
活
用
し
て
沿

線
需
要
地
に
供
給
す
る
構
想
で
、
地
域
に
お

け
る
脱
炭
素
の
推
進
と
鉄
道
沿
線
の
価
値
向

上
の
ほ
か
、
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
を
目

指
す
も
の
だ
。

具
体
的
に
は
、
環
境
省
に
よ
っ
て
「
脱
炭

素
先
行
地
域
」
に
選
定
さ
れ
た
、
Ｃ
Ｎ
Ｐ

（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
）
を
擁
す

る
「
清
水
港
エ
リ
ア
」
と
静
岡
市
中
心
部
を

静
岡
鉄
道
の
鉄
道
軌
道
に
新
し
い
送
電
網
を

整
備
し
て
結
ぶ
。
ま
た
、
沿
線
に
太
陽
光
発

電
設
備
や
蓄
電
池
な
ど
を
設
置
し
、
余
剰
電

力
の
融
通
・
有
効
活
用
に
も
つ
な
げ
る
。
こ

れ
が
実
現
で
き
れ
ば
沿
線
に
新
た
な
価
値
を

提
供
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
。

２
０
２
４
年
１
月
現
在
、
国
土
交
通
省
の

協
力
を
得
な
が
ら
法
的
、
技
術
的
、
経
済
的

な
課
題
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
る
段
階
だ

が
、
助
成
金
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
２
０
３

０
年
代
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

静岡市都市部
（中心市街地）

鉄道軌道へ
新しい送電網を

整備

静岡市港湾部
（清水港エリア）

カーボンニュートラル
ポート（CNP）

充電スポット
設置

ZEH住宅
❶送電
（新清水－新静岡間　他）

STATION STATION

❷脱炭素推進区域設置
（事業範囲内において、再エ
ネ活用も含め、脱炭素に資
する取り組みを優先的に進
めるエリア）

※ZEH＝ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス

※静岡鉄道レイルグリッド構想のイメージ。

沿線施設で
「使う」「貯める」

省エネ車両で「減らす」
「作る」「貯める」

中央・上）「COOL CHOICE in しずおか」連
携イベントとして開催された「COOL CHOICE 
2023 静鉄長沼車庫」では小学生が線路に
入って車両を近くで見られる「電車ピット体
験」を行った。
中央・下）出展ブースには、企業や自治体な
ど 30 団体以上が参加。「ゼロカーボンクイズ
大会」のクイズ問題は社員が考えた。
上）静岡市内の小学生に配布した静鉄電車・
静鉄バス「1 日フリー乗車券」。

静
岡
鉄
道
株
式
会
社

地
域
活
性
化
×
環
境
で

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

「COOL CHOICE 2022」では、
運賃を無料にしたことで利用客
の移動を促し、新静岡駅には多
くの利用客で溢れた。

未来事業創造部 部長

二村昌輝
Masaki NIMURA




